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プ ラ ー ニ ュ
悼歌（オック語　planh）のうち、
1200 年から 1260 年頃に書かれたとされているものの翻訳である。これ
は、すでに発表した以下の仕事の続きをなすものである。
（1）高名康文「トルバドゥールによる 12 世紀の哀悼歌（planh）の翻訳」





































ギエム・アウジエ・ノヴェラ（Guillem Augier Novella）3） 
Quascus plor e planh son dampnatge（PC205, 2）4）
底本：ed. M. de Riquer, Los trovadores, t. 2, pp.1178―1180.












































































ギラウト・デ・カランソン（Guiraut de Calanson）11） 

































































ダウデ・デ・プラダス（Daude de Pradas）17） 
Ben deu esser Solatz marritz（PC124, 4）
底本： ed . P . Gresti ,  Il trovatore Uc Brunenc. Edizione critica con 


























































ポンス・デ・カプドーリュ（Pons de Capdueil）22） 
De toz chaitius sui eu aicel qe plus（PC375, 7）
底本：ed. H. H. Lucas, «Pons de Capduoill and Azalais de Mercuor: A 




































































アイメリック・デ・ベレノイ（Aimeric de Belenoi）26） 
Ai las ! per que viu lonjamen ni dura（PC9, 1）




























































Ab marrimen doloiros et ab plor（PC330, 1a）
底本： ed. P. di Luca,  Il trovatore Peire Bremon Ricas Novas, Modena: 
Mucchi, 2008, pp.309―317.
















































En chantanz [ieu] plaing e sospir（PC421, 5a）
底本：ed. G. Bertoni, in J. Anglade, «Les chansons du troubadour Rigaut 
de Barbezieux», Revue des langues romanes 60（1918―1920）, pp. 
201―310（App. I, p.286）.












































































S’ieu ai perdut, non s’en podon jauzir（PC101, 12）





































































S’ ieu anc nulh tems chantiei alegramen（PC82, 15）
























































Marritz cum homs mal sabens ab frachura（PC380, 1）











































































1 ）　E. Schulze-Busacker,  «La  complainte des morts dans  la  littérature 
occitane»,  in Le sentiment de la mort au Moyen Âge, études présentées au Ve 
colloque de l’Institut d’études médiévales de l'Université de Montréal, sous la 
direction de C. Sutto, Montréal: Aurore, 1979, pp. 229―248（pp. 232, 233, note 
6）.
2 ）　ed. M. de Riquer, Los trovadores. Historia literaria y textos,  3  vols., 
Barcelona: Planeta, 1975.
3 ）　様々な詩華撰に付された伝記によると、ドロームのサン・ドナ・アン・
ヴィエンヌ出身の詩人。1209・10 年頃から 1228 年頃までに書かれたと推
測される 9 篇の詩が伝えられている。アルビジョワ十字軍に際しての反フ
ランス的な心情は、このプラーニュにも見られるが、北イタリアに渡った
と い う 履 歴 は そ れ を 反 映 し た も の だ ろ う。Dictionnaire des lettres 












-atge, b: -or, c: -at, d: -es, e: -on という脚韻がトルナーダである第 6、7 詩節
を除くすべての詩節で共通する。
8 ）　各連の韻律と、I. フランクによる詩型の分類番号（I. Frank, Répertoire 




10）　この作品の校訂者の一人 J. ミュラーは、同じ詩人の «Qan vei  lo dos 
temps venir»（PC205, 4b）に出てくる友人アザライス・デ・ボイサーゾ
（Azalais de Boissazo）であると推測している。J. Müller, «Die Gedichte 

























Apostolica Vaticana,  latini 5232,  folio 124r-v） と D 写 本（ す な わ ち、
Modena, Biblioteca Nazionale Estense, Estero 45,  folio 59r）の二つによっ
て伝えられており、すべての校訂者は A 写本を採用しているが、A 写本の
第 6, 7 詩節は c7’c7’d8d8 という形であり、最初の二行がそれまでの節によ
りも一音節多くなっている。D 写本では、第 6 節が c7’c6’d8d8、第 7 節が







す。」C .   Appel ,   «Der  Trobador Uc Brunec（oder Brunenc）»,  in 
Abhandlungen Herrn prof. Dr. Adolf Tobler, Halle a.S.  : Niemeyer, 1895, pp. 




















Biographies des troubadours: textes provençaux des XIIIe et XIVe siècles, 
Toulouse: Privat et Paris: Didier, 1950, p.258 より引用。
24）　A.  ジャンロワによると、アザライスの夫を指すという（A. Jeanroy, 







22 篇の詩（うち 7 篇は、彼のものか疑わしい）が伝えられている。DLF2, 
p.25 を参照。

























ンス 2 世（1209 年没）でなくてはならないということになる。しかし、
この作品の第六詩節に「女伯」への言及があることは、むしろ、レーモ
ン・ベランジェ 4 世（1245 年没）の死後、伯を娘ベアトリスが嗣いだと







ソ 10 世のもとには長く滞在した。1256 年頃から 1266 年頃までに 21 篇の
詩を残した。DLF2, p.211 を参照。











Routledge, op. cit., p.73 を参照。なお、R 写本も BN Gallica で公開されて
いる。
　  http://gallica.bnf.fr/ark:/12148/btv1b60004306.r=22543.langFR
37）　この詩の他には、コブラ 1 篇が伝わるのみ。C 写本（すなわち、Paris, 
64
（28）
Bibliothèque Nationale,  fonds  français 856）第 361 葉裏に記されたこの作
品の見出しには、「この作品は、G. モンタニャゴル殿についてトゥールー
ズのポンス・サントーリュが書いたプラーニュである。G. はその女きょう










40）　この作品を唯一収める C 写本では、この作品の冒頭にあたる第 362 葉表
に四角く切り取られた個所がある。以下の下線はこれを補うものであるが、
J. ク ー レ に よ る 推 測 に よ っ て い る。J. Coulet, Le troubadour Guilhem 
Montanhagol, Toulouse: Privat, 1898, pp.197―199 を参照。
41）　この作品がコブラス・カプフィニダスの形式をとっていることから、前
詩節の最後のある「喜び（gaug）」がここに入るという推測が成り立つ。
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